





































































a ABBA ABBA 愛情　情愛 愛情　情愛
b ABBA AB　　 階段　段階 階段　　　
c AB　　 ABBA 相互　　　 相互　互相
d ABBA 　 語類　類語 　
e 　 ABBA 　 愛心　心愛






































































































































Ｓ型 Ｏ型 Ｄ型 計
日本語 34組（13％） 83組（32％） 142組（55％） 259組（100%）
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具などの材料として一定の長さや大きさなどに製材し、つまり加工されたものをいう。
Ｓ③「合併－併合」
　「合併」と「併合」はともに「いくつかのものを一つにまとめること。」を表す。ただし、「合併」
は自主的または双方の合意があるが、「併合」は他動的、強制的なイメージがあると思われる。
　Ｓに分類されていても、詳細にみると、日本語での用法は微細に異なるところがあり、厳密な
意味では完全に同じではないと言えよう。
５．２　「Ｏ型」に属する字順逆転語についての分析
　「Ｏ型」に属する字順逆転語は83組であり、以下のとおりである。
　　　　　　　圧制－制圧　意趣－趣意　威勢－勢威　転移－移転　威武－武威
　　　　　　　変異－異変　売淫－淫売　回旋－旋回　回転－転回　外部－部外　
　　　　　　　下降－降下　感触－触感　議論－論議　狂躁－躁狂　局部－部局
　　　　　　　躯体－体躯　君主－主君　原始－始原　交情－情交　交通－通交
　　　　　　　綱要－要綱　裁断－断裁　時日－日時　旨趣－趣旨　始終－終始
　　　　　　　視聴－聴視　尺
しゃくすん
寸－寸尺　寂静－静寂　習慣－慣習　習俗－俗習
　　　　　　　主祭－祭主　出現－現出　称呼－呼称　生
しょうじ
死－死生　情欲－欲情
　　　　　　　書信－信書　人士－士人　水利－利水　製作－作製　成熟－熟成
　　　　　　　生存－存生　世俗－俗世　接近－近接　祖宗－宗祖　多数－数多
　　　　　　　誕生－生誕　茶葉－葉茶　中途－途中　調整－整調　痛心－心痛
　　　　　　　鋼鉄－鉄鋼　電荷－荷電　典礼－礼典　毒薬－薬毒　肉食－食肉
　　　　　　　背後－後背　文案－案文　文芸－芸文　分配－配分　米飯－飯米
　　　　　　　便利－利便　防風－風防　保留－留保　命運－運命　礼
らい
拝
はい
－拝礼
　　　　　　　礼儀－儀礼　礼
れい
拝
はい
－拝礼　労苦－苦労　営造－造営　縁由－由縁
　　　　　　　懐抱－抱懐　隔離－離隔　局限－限局　校勘－勘校　消費－費消
　　　　　　　尺
せき
寸
すん
－寸尺　接触－触接　前夜－夜前　忠誠－誠忠　締結－結締
　　　　　　　敵対－対敵　転変－変転　目標－標目　
　以上の83組の字順逆転語から「日本語教育語彙表」にある語彙を含むＯ①〜Ｏ⑩の10組および
日本語学習者の立場からみて学習上で、混乱しやすいと考えられるＯ⑪〜Ｏ⑮の字順逆転語につ
いて意味用法を分析してみる。
Ｏ①「異変－変異」
　「異変」と「変異」はともに「非常に変わった出来事」という意味を表すが、「変異」には「同
種の生物が、まったく異なる状態や性質に変化すること」という「異変」にない意味もある。
Ｏ②「運命－命運」
　「運命」は「人間の意志にかかわらず、身にめぐって来る吉凶禍福。めぐり合わせ」と「今後
の成り行き。将来。」という二つの意味がある。「命運」は「存続し盛んになるか、衰え滅びるか
といった、そのものの運命」という意味である。両方とも「今後の成り行き。」という意味があ
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るが、「運命」は人に使う場合が多く、「命運」は「国家の命運」のように定型句に使われる場合
が多い。
Ｏ③「議論－論議」
　「議論」は「それぞれの考えを述べて論じ合うこと。」という意味である。「論じ合う」という
ことから、自分の意見を強く主張し、相手の意見を批判するという意味で使用される傾向がある。
一方、「論議」は「意見を述べる」という意味においては「議論」と同じであるが、「論議」は「あ
る事柄について意見を出し合うこと。」という意味から、あることを解決するために相互に中立
の立場にたって話し合うという意味で使用される傾向がある。
Ｏ④「始終－終始」
　「始終」と「終始」の両方とも「始めから終わりまで。」という意味があるが、「始終」は副詞
として「いつも、絶えず。」という「終始」にない意味もある。
Ｏ⑤「習慣－慣習」
　「習慣」は名詞であり、「生活の便宜などのために繰り返し行っていること。地域や組織などで
長いあいだ行われてきて、そうするのが当たり前になったやり方。」と二つの意味がある。後者
の意味として使う場合、「慣習」も用いられている。「習慣」は主として個人的に使い、「土地の
習慣に従う。」のように団体にも使われるが、やはり個人における使用される印象が強いと思わ
れる。「習慣」に比べ、「慣習」は団体によく使われ、名詞としてだけでなく、「風俗に慣習する」
のようにサ変動詞としても使える。
Ｏ⑥「接近－近接」
　「近接」には「近づくこと」と「すぐ近くにあること」の二つの意味があり、「接近」は「近づ
くこと」という意味しか持っておらず、「近い場所にあること」という意味にはならない。
Ｏ⑦「中途－途中」
　「中途」と「途中」には「しはじめからし終わるまでの間。」という共通した意味がある。「中途」
はある物事や期間の中ほどであり、まだ終了していないことを表すのに対し、「途中」は始まっ
てから終わるまでの間のある点を指す。
Ｏ⑧「分配－配分」
　「いくつかに分けて配ること」という意味で使う場合、「分配」と「配分」の意味が同じである。
しかし、「分配」は「分け配る」という行為を強調するのに対し、「配分」は割当て配り、つまり
割合ということを重視して配るというニュアンスがある。
Ｏ⑨「礼儀－儀礼」
　「一定の形式にのっとった規律ある行為」という意味を表す場合、「礼儀」と「儀礼」の両方と
も使える。しかし、「礼儀」のほうは個人として行うべき作法のことを指し、「儀礼」は「外交儀
礼」のように、改まった場面での形式的なことについていう場合に使う。
Ｏ⑩「肉食－食肉」
　「肉食」と「食肉」とともに「人間が副食として鳥獣の肉を食べること。」という意味をもって
いる。「肉食」には「動物が他の動物を食物とすること。」という「食肉」にない意味がある。ま
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た、「食肉」には「食用にする肉」という「肉食」にない意味がある。
Ｏ⑪「苦労－労苦」
　「労苦」の字順逆転語に「苦労」があるが、「苦労」は困難な中で、あれこれと苦しい思いをす
ることの意である。「労苦」も「苦労」と同様の意味に用いる。しかし、「労苦」は、ある仕事や
研究に対して払う実際的な精神的・肉体的負担をいう場合が多いとされる。
Ｏ⑫「作製－製作」
　「作製」と「製作」の両方とも「機械や道具を使って物品・図案・印刷物などを作ること」と
いう意味があるが、「作製」には「芸術作品を作り出すこと」という意味がある。また、「製作」は、
「映画・演劇・放送番組などを作ること」という意味でも使える。
Ｏ⑬「誕生－生誕」
　「誕生」と「生誕」はともに「生まれること」という意味があるが、「生誕」が「キリスト生誕」
のように、ある特別な人物の誕生を表す場合に多く用いられるのに対して、「新製品誕生」のよ
うに、人に限らず、比喩的に物事の成立について言う場合は、「誕生」しか使われない。『漢語辞
典』によると、「「誕」「生」ともに生まれるの意。この「誕生」の字順（漢字の配列の順序）を
変えて「生誕」としたもの。現代、「誕生」は口頭語、「生誕」は文章語」と記述されている。
Ｏ⑭「移転－転移」
　「転移」と「移転」の両方に「場所を移すこと。」という意味があるが、『大辞林』によると、「転
移」は医学の専門用語として「腫瘍細胞や病原体が血流やリンパ流に入り、他の場所に移行定着
して、原発巣と同一の変化を起こすこと。」という意味と、心理学の専門用語として、「前に行なっ
た学習が，あとの学習効果に影響を与えること。あとの学習を促進する場合を正の転移，妨害抑
制する場合を負の転移という。」という意味がある。それに対して「移転」は「組織や権利など
を他の場所や所有者に移ること。」という意を表す。
Ｏ⑮「礼拝－拝礼」
　「礼拝」の発音には二種類あり、二種類とも「敬って拝むこと」を指すが、「れいはい」で読む
場合は、とくに神道やキリスト教で、人々がともに神の恵みに感謝する行為をいう。「らいはい」
で読む場合は、とくに仏教で、恭敬の心をもって合掌したりひざまずいたりなどして拝むことを
いう。「拝礼」は頭を下げて神仏を拝むことである。
５．３　「Ｄ型」に属する字順逆転語についての分析
　「Ｄ型」に属する字順逆転語は以下の142組である。
　　　　　　　運気－気運　影印－印影　鋭気－気鋭　恩師－師恩　音調－調音
　　　　　　　戒厳－厳戒　外国－国外　外在－在外　外人－人
じん
外
がい
　外人－人
にん
外
がい
　
　　　　　　　階段－段階　該当－当該　解読－読解　歌唱－唱歌　火砲－砲火
　　　　　　　下流－流下　関税－税関　気温－温気　気根－根気　奇数－数奇
　　　　　　　季節－節季　客観－観客　狂風－風狂　局外－外局　愚痴－痴愚
　　　　　　　敬愛－愛敬　下落－落下　絹本－本絹　後
こう
生
せい
－生後　後人－人後
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　　　　　　　校本－本校　国本－本国　後
ごしょう
生－生後　刻下－下刻　個別－別個
　　　　　　　語法－法語　才能－能才　作家－家作　死刑－刑死　次数－数次
　　　　　　　辞世－世辞　実質－質実　実情－情実　実名－名実　事変－変事
　　　　　　　社会－会社　車検－検車　写実－実写　秋涼－涼秋　手技－技手
　　　　　　　手工－工手　出奔－奔出　硝煙－煙硝　上水－水上　女王－王女
　　　　　　　所在－在所　処方－方処　心肝－肝心　新生－生新　身長－長身
　　　　　　　進発－発進　神明－明神　神霊－霊神　水分－分水　水平－平水
　　　　　　　声音－音声　税収－収税　席次－次席　戦乱－乱戦　増加－加増
　　　　　　　霜降－降霜　送別－別送　足下－下足　祖父－父祖　大事－事大
　　　　　　　体重－重体　題名－名題　団結－結団　中心－心
しんじゅう
中　中心－心
しんちゅう
中
　　　　　　　長上－上長　追訴－訴追　定量－量定　定論－論定　転機－機転
　　　　　　　動作－作動　道士－士道　当日－日当　内閣－閣内　内地－地
じ
内
ない
　　　　　　　内地－地
ち
内
ない
　内部－部内　肉牛－牛肉　日中－中日　乳牛－牛乳
　　　　　　　馬車－車馬　波長－長波　磐石－石磐　版図－図版　美称－称美
　　　　　　　筆名－名筆　否認－認否　評論－論評　部下－下部　富国－国富
　　　　　　　物質－質物　文法－法文　平地－地平　別人－人別　偏食－食偏
　　　　　　　砲艦－艦砲　法定－定法　法理－理法　北極－極北　名家－家名
　　　　　　　名称－称名　名人－人名　野外－外野　訳名－名訳　野戦－戦野
　　　　　　　流血－血流　流俗－俗流　冷水－水冷　議院－院議　急速－速急
　　　　　　　結論－論結　字音－音字　実行－行実　順手－手順　神色－色神
　　　　　　　星辰－辰星　僧尼－尼僧　大同－同大　等差－差等　風光－光風
　　　　　　　文雅－雅文　文言－言文　麻黄－黄麻　来客－客来　鱗片－片鱗
　　　　　　　類比－比類　協和－和協　
　「国外」・「牛肉」・「車馬」などは現代中国語の辞書の見出しにはないが、現代中国語では実際
に使用されている。このことについては後述する。
　以上の142組の字順逆転語のうち「日本語教育語彙表」中に含まれる語彙は次のＤ①〜Ｄ⑬の
13組である。
Ｄ①「外国－国外」
　「外国」は「自分の国ではないよその国家。異国」という意味であり、「自国」に対する言葉で
ある。「国外」は「国のそと。一国の領土・領海のそと」という意味であり、「国内」に対する言
葉である。中国語の《現代漢語詞典》には「外国」しか収録されていないが、筆者の経験では現
代中国語の日常会話では「国外」も頻繁に使われている。
Ｄ②「階段－段階」
　日本語の「階段」は「段になった通路。特に、建物の一つの階から他の階に通ずる段」という
意味である。日本語の「段階」は「進んでいく、または変化する過程の一区切り。状態」という
意味である。中国語の「階段」は日本語の「段階」と意味が同じである。
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Ｄ③「解読－読解」
　日本語の「読解」は「文章を読み、その内容を理解すること」という意味であり、「解読」は「普
通には読めない文字・暗号・文章などを読み解くこと」という意味である。中国語の「解読」は
「読み解く」という意味以外に「分析する。理解する。感じ取る」という日本語の「解読」にな
い意味もある。
Ｄ④客観－観客
　日本語の「客観」の意味は「主観の認識、または主体の行動の対象となるもの。また、主観ま
たは主体の作用とは別に、独立して存するもの」である。「観客」は「見る人。見物人」という
意味である。「観客」は、中国語の《現代漢語詞典》に見出し語として収録されていないが、現
代中国語では実際に使われている言葉である。
Ｄ⑤関税－税関
　日本語の「関税」は「貨物が国境を通過する際課せられる税」のことであり、「税関」は「港・
空港・国境など外国と交通する所に置き、貨物・携帯品・船・航空機の取締まり、関税の取立て
などの事務をする役所」を指す。中国語の「関税」と日本語の「関税」とは意味が同じである。
Ｄ⑥個別－別個
　日本語の「個別」は「一つ一つ。一人一人。それぞれを別々に扱うこと」を指すが、「別個」
は名詞と形容動詞の用法があり、「他と切り離された別の物であること。または一つ一つ分離し
ていること」という意味である。中国語の「個別」には「個々別々の。それぞれの」という意味
のほかに、「少数の、ごく一部の」という意味もある。
Ｄ⑦社会－会社
　日本語の「社会」は「人間が集まって生活を営む、その集団。同類の仲間。世の中。世間。」
という意味である。「会社」は「商行為その他の営利行為を業とする目的で設立した社団法人。」
を指し、株式会社・合資会社・合名会社などがある。中国語の「社会」と日本語の「社会」とで
は意味が同じである。
Ｄ⑧女王－王女
　日本語の「女王」は「女性の君主。または王の后。比喩的に、女性の花形・第一人者。内親王
の宣下がない皇族の女子。」のことをさし、「王女」は「帝王の娘。」という意味である。中国語
の「女王」は日本語の「女王」と同じ意味である。
Ｄ⑨中心－心中
　日本語の「中心」は「まんなか。中央。物事が集中する所。」という意味である。「心中」を「し
んじゅう」と読む場合、「相愛の男女が合意の上で一緒に自殺すること。また、深い関係にある、
または同情している者が、一緒に死ぬこと。」という意味になるが、「しんちゅう」と読む場合は
「心のうち。内心」の意味である。中国語の「心中」は現代中国語の辞書には立項されていない
が、日本語の「しんちゅう」と同じ意味での使用が観察される。
Ｄ⑩転機－機転
　日本語の「転機」は「ある状態から他の状態に変わるきっかけ。変わり目。」という意味である。
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「機転」は「状況に応じて適切に判断することのできる機敏な心の働き」という意味である。中
国語の「転機」は日本語の「転機」の意味以外に、動詞として、「飛行機を乗り継ぐ」という意
味としても使われている。
Ｄ⑪動作－作動
　日本語の「動作」は「人間や動物が事を行うために体を動かすこと。また、その時の体の動き。」
という意味であり、「作動」は「人間によって、機械が動くこと」を指す。中国語の「動作」は「動
作、動き」という意味のほかに、「行動する、動かす」という意味もある。
Ｄ⑫部下－下部
　日本語の「部下」は「ある人に従い、その命令を受けて行動する者。手下。」という意味であり、
「下部」は「下の部分」を指す。中国語の「部下」は日本語の「部下」との意味が同じである。
「下部」は、現代中国語の《現代漢語詞典》に見出し語として収録されていないが、現代中国語
の運用としては「下の部分、体の下半身、本の下巻」などの意味で使用されている実態が観察さ
れる。
Ｄ⑬下落－落下
　「下落」は「値段・価値・相場などが下がること」を指すが、「落下」は「下に落ちること。高
い所から落ちること」を指す。中国語の「下落」は「落下する。降下する」という意味のほかに、
「行方、ありか」という意味もある。
６．日本語の「AB」と中国語の「AB」との比較
　日本語の「AB」と、中国語の「AB」とを比較してみると、以下のような三種類にわけられる。
　（１）日本語の「AB」と中国語の「AB」の意味がほぼ同じであるもの。
　例を挙げると、日本語の「地位」と中国語の「地位」はともに「くらい。身分。」を表す。
　（２）日本語の「AB」と中国語の「AB」の意味が一部において同じであるもの。
　例を挙げると、日本語の「歌唱」は「歌を歌うこと。また歌」という意味であるが、中国語の
「歌唱」は「（歌を）歌う。歌や朗読などでほめたたえる。歌いたたえる」という意味である。
すなわち、「歌を歌う」という意味においては日本語・中国語ともに同じである。
　また、日本語と中国語の「足下」はともに名詞として「足の下。あしもと」という意味がある
が、日本語の「足下」は二人称代名詞として「貴殿。自分と同等の地位または下位の相手を敬っ
て、あるいは改まって呼ぶ語」という意味である。これに対して、中国語の「足下」は手紙文な
どで「自分と同等の地位または目上の相手に対する敬称」という意味である。使用される場面で
の待遇価値において、「足下」は中国語と日本語とでは異なるところがある。
　（３）日本語の「AB」と中国語の「AB」との意味が異なるもの。
　例を挙げると、日本語の「階段」は「段になった通路。特に、建物の一つの階から他の階に通
ずる段」という意味である。しかし、中国語の「階段」は「物事の状態が進む過程の一区切り」
という意味であり、建築物の部分の名称としての意味はない。
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７．日本語の「BA」と中国語の「AB」との比較
７．１　日本語の「BA」と中国語の「AB」との意味が同じもの
　６で述べたように、日本語と中国語間の漢語の意味関係に関しては、日本語の「社会」・「気温」・
「客観」など、中国語の“社会
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”・“気温”・“客観”と同じ意味として使うものもあれば、「段階」
と“階段”のように、逆転した語が同じ意味として使われている例もある。
　日本語の「階段」を中国語に訳すと「台階、楼梯」になる。しかし、日本語の「段階」を中国
語に訳すと“階段”になる。このような字順逆転語の例としては、他に「怪奇」と“奇怪”、「読
解」と“解読”、「儀礼」と“礼儀”、「体躯」と“躯体”、「愚痴」と“痴愚”、「日時」と“時日”、
「寸尺」と“尺寸”などが挙げられる。
７．２　日本語の「AB・BA」ともに中国語の「AB」と意味が同じもの
　また、「運命－命運」と“命運”のように、日本語の「運命」と「命運」を中国語に翻訳すると、
両方とも中国語の“命運”となる例もある。例を挙げると、「これは運命である」を中国語文に
訳すと「这就是命運」になる。また、「国家の命運」を中国語に訳しても、「国家的命運」となる。
他に「回転－転回」と“回転”、「懐抱－抱懐」と“懐抱”、「労苦－苦労」と“労苦”、「視聴－聴
視」と“視聴”、「声音－音声」と“声音”などが挙げられる。
７．３　日本語の「AB・BA」ともに中国語の「AB」の意味と異なるもの
　「当然のことである」という意味で使われている中国語の“該当”は、日本語の「該当」とも「当
該」とも意味が異なるという例もみられる。
　日本語の「容認」と「認容」は、ともに法律的・道徳的に誤っていて本来は認められない物事
を，大目に見てよいと認める意を表すが、これに対して、中国語の「容認」は「我慢する。耐え
る」という意味を指す。例としてはほかに「外人－人外」と“外人”、「心肝－肝心」と“心肝”、
「後生－生後」と“後生”、「等差－差等」と“等差”、「大同－同大」と“大同”、「日中－中日」
と“中日”、「次数－数次」と“次数”などが挙げられる。
　以上の分析から、日本語の漢語が中国語で逆転する場合、意味が共通するものもあれば、異な
るものもある。従って、中国語を母語とする日本語学習者が、母語の中国語の漢語の意味に影響
を受けていると、日本語の漢語の意味が正しく理解できなくなる可能性がある。このような字順
の逆転する漢語を日本語教育の指導場面において中国語母語話者に指導するときには注意を要す
る。
８．中国語に欠落している字順逆転語について
　現代中国語で実際に使われているが、現代中国語の辞書には見出し語として立項されていない
字順逆転語がある。これらの語彙をCCLで検索してみた。
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　CCLでの検索数は以下のとおりである。「旧懐」と「佞奸」は１例ずつ、「触接」と「抱懐」は
２例、「離隔」は４例、「猛勇」は８例、「奇怪」は９例、「変改」は12例である。CCLの収録語数
に比して、検索数は極めて少ないが実例として確認することができた。
　「旧懐」・「奸佞」・「材木」の用例文を以下に示す。CCLは用例の出典を示していないので、本
稿での当該例の引用にあたっては、参考として、筆者が調査して判明した範囲での当該例の著者・
編者の生年を氏名の後に付し、出典書名の後に出版年を付した。また、用例文中の下線と日本語
訳は筆者による。
（１）「旧懐」の用例
自人亲王去世，蒸大将已久不于此奏乐，今日重叙旧怀，自觉极富佳趣。
（紫式部著　丰子恺訳1898《源氏物語》1987）
　　（宮がお亡くなりになって以後、ここで楽器などというものに久しく手を触れたことがなく、
今日昔のことを語り合って、大変懐かしく趣があると思った。）
（２）「佞奸」の用例
“日月欲明，浮云盖之。”后喻佞奸之徒蔽君上之明。
（国学网http://www.guoxue.com/chengyu/cys_001.htm）
　　（“浮雲が明るくなろうとする太陽の日差しを遮る”。後に、奸佞の徒が賢明な君主を欺くこ
との喩えとして使われる。）
（３）「抱懐」の用例
自古以来人类所抱怀的价值判断中，有认社会秩序为中心的思想，和认个人自由为总心思想的两个
潮流。
（出典不明）
　　（昔から人類が抱く価値の判断の中には、社会の秩序を中心にする考えと、個人の自由を中
心にする考えの二種類が主となっている。）
在一种思维定势和审美心态的规范中，尽管穷研细究，苦累抱怀，终不免化甘旨为嚼蜡，是很不合
算的。
（出典不明）
　　（ある思考方法と審美眼の範囲で、たとえいくら細かく追求しようとも、いくら苦しみと疲
れを抱いても、結局美味しいものが蠟を噛むようになり、割に合わない。）
　現代中国語の辞書で見出し語として立項されていないこれらの例は、中国語において、文言文、
または新聞、雑誌で実際に使用されている語彙であるが、現代中国語での用例としては特殊なも
のである。
　また、“国外”・“牛肉”・“車馬”・“心痛”・“師恩”・“人名”・“趣旨”などのような日常生活で
よく使われる語彙は、CCLでの検索数も多い。今回調査したところでは、現代中国語の辞書の見
出し語としては立項されていないが、CCLで「BA」が検索された例として、「Ｓ型」に26例、「Ｏ
型」に61例、「Ｄ型」に96例が抽出された。現代中国語の辞書に見出し語として立項されていな
い語が、現代中国語において現実に使用が観察されるというこれらの問題については別稿を予定
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している。
９．まとめ
　本稿では、日本語に「AB－BA」の逆転現象があるが、中国語には「AB」しかないものの二
字漢語のすべてを『岩波国語辞典』と《現代漢語詞典》から抽出し、意味関係の相違によってそ
れらを分類した。
　その結果、日本語内部における字順逆転語の場合、字順が逆転することで「AB」と「BA」間
で意味の相違が生じる語が最も多く、全体の54％を占めることが明らかになった。
　日本語の「AB」と中国語の「AB」との意味が同じものが多くあり、逆に日本語の「BA」と
中国語の「AB」との意味が同じものもあることが分かった。日本語の漢語が中国語で逆転する
場合とで相互に意味関係が複雑であることが明らかになった。
　これらの字順逆転語においては、中国人日本語学習者が日本語の漢字語彙を学習する際に負の
転移が発生し、誤用が生じる可能性が考えられる。
【注】
（１）中国語を表記する場合も、便宜上、本稿では日本で通用している字体を用いる。
（２）本稿では、中国語の辞書にある方を「AB」とする。
（３）本稿では日本語学習支援グループ（2015）日本語教育語彙表Ver1.0（http://jisho.jpn.org/）
を利用した。「日本語教育語彙表は、学習者向け辞書開発の基礎資料として開発されたもの
であり、リストの総合数は18010語である。日本語教科書100冊の「日本語教科書コーパス」
及びBCCWJの2009年度版の公開データを利用し、見出し語を決定している。また見出し語
に対して,日本語教育歴10年以上の教師５名が語彙の難易度を判定し、統計的に調整した
データである。語彙の難易度は、初級前半、初級後半、中級前半、中級後半、上級前半、
上級後半の６段階に分かれている。
（４）馬（2014）より一部修正して再掲した。
（５）西尾実・岩淵悦太郎・他編（2011）『岩波国語辞典』第七版新版,岩波書店
（６）中国社会科学院語言研究所詞典編輯室編（2012）《現代漢語詞典》第６版,商務印書館
（７）“Same”の頭文字を用いた記号である
（８）“Overlap”の頭文字を用いた記号である。
（９）“Different”の頭文字を用いた記号である。
（10）“Nothing”の頭文字を用いた記号である。
（11）http://ccl.pku.edu.cn:8080/ccl_corpusCCLは現代中国語と古代中国語に分けて調べること
ができ、収録の範囲もできるだけ各領域やテーマを網羅し、中国語の代表的な言語資料であ
る。調査時点は2016年12月である。
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（12）三名とも中国語の学習経験のない、20代の日本の大学院生である。うち、女性２名、男性
１名である。
（13）久保田淳・谷脇理史・他編（2006）『日本国語大辞典』第二版,小学館
（14）金田一京助・佐伯梅友・他編（2012）『新選国語辞典』第九版,小学館
（15）柴田武・山田進編（2002）『類語大辞典』講談社
（16）松村明編（2006）『大辞林』第三版,三省堂
（17）佐藤亨編（2007）『現代に生きる幕末・明治初期漢語辞典』明治書院
（18）相原茂編（2010）『講談社中日辞典』第三版,講談社
（19）相原茂編（2006）『講談社日中辞典』講談社
（20）説明上で紛らわしい場合にのみ日本語の漢語を「　」で、中国語を“　”で囲み区別する。
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下さった方々に御礼を申し上げます。また、論文の執筆にあたり、御指導下さいました浅川哲也
先生に御礼を申し上げます。
（ま・ゆん　首都大学東京大学院博士後期課程）
